
機械工学課程 2年次「機械工学基礎実験」（2015） 

課題 No.5「フラクタルCG」 
[今週のテーマ] サウンドプログラミング入門：コンピュータで音を操ってみよう 
日付： 月  日    学籍番号：  氏  名：  

 
演習 1（前回のふりかえり） 
先週のワークシートについて、空欄内の回答をグループ内で確認して、その正誤を検討しなさい。 

 

演習 2（MATLAB によるサウンドプログラミング入門） 
ハンドアウト「第 2 週：サウンドプログラミング入門」をよんで、資料内の指示にしたがい各操作を実行してみなさ

い。また、資料内の各問いにもあわせて取り組み、各問いができるごとに TAに確認を求めること。 

 
演習 3（レポート作成） 
1 ⃣ 先週の演習課題（問 1～問 7：60 点分）に加えて、以下の 2 ⃣ 調査課題（30 点）および 3 ⃣ 本実験に対する感想・

意見（10 点）を加えたものを本実験課題のレポートとする。 

【レポート作成上の注意点】  

・	 ダウンロードした書式に従い、冒頭に実験タイトル、実験日、実験場所、学籍番号、氏名、レポート提出日を

必ず記入し、MS Word 等のワープロソフトを使って作成すること。また表紙ページは不要 

・	 フォントサイズは、本文・図表ともに 9pt 以上とし、ページ数は最大 10 ページとする 

・	 課題（問い）の番号を付し、図表を記載する際は図の番号と図についての説明を記載すること 

・	 教科書やネットの丸写しが発覚した場合は該当する課題を評価の対象としない 

 

【提出方法】A4 用紙に印刷したもの（片面/両面印刷のどちらも可。複数ページの場合は左上をホチキス止めするこ

と）を D-501 室内レポートボックスに投函すること。       

課題提出〆切：   月    日（   ）17 時まで 

 

【調査課題】（30 点）：つぎのテーマ 1 からテーマ 3 のうちいずれか
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を選択して、各テーマの設問にし

たがって調査・実験・考察を行いなさい。また、その成果をレポート内にまとめなさい。 

 

テーマ 1：音のディジタル化について 
私たちの耳にする音は、そのままではコンピュータで取り扱うことができません。音のようなすべての時刻で値
を持つ情報は、アナログ信号と呼ばれます。一方、離散的な時刻でのみ値を持つ情報はディジタル信号と呼ばれ、
音は、コンピュータ内部でディジタル信号として処理されます。そこで、音をコンピュータに取り込んで保存し
たり、電子配信したりするには、アナログ信号である音を一度ディジタル信号に変換する必要があります。アナ
ログ信号をディジタル信号に変換するしくみはサンプリングと呼ばれます。 
1 ) 音のディジタル化の手順について調査しなさい。すなわち、連続のアナログ信号 x(t)を離散のディジタル信

号 x[k]に変換する手順を説明しなさい。ただし、t は連続時間、kは離散時刻とする。 
2 ) CD では、音楽や音声をディジタル信号に変換する際，44.1[kHz]のサンプリング周波数を用いています。

その理由を説明しなさい。 



担当：計測ステム研究室・秋月（2015 年度） 

【課題No.5 の実験課題名と課題内容について】本実験の課題名は「フラクタル CG」となっていますが、本年度は担当者の変更ならびに教育改善
を目的として、コンピュータを使った数理処理の対象を CG（画像）から音に変更しています。 

 

テーマ 2：音の周波数分析について 
どんなに複雑な音でも、大小さまざまなサイン波の重ね合わせによって合成できます。つまり、私たちの耳にす
る音は、サイン波の周波数と大きさを組み合わせによって表現できます。ところが、音の波形を観察しただけで
は、波形の中にどんな大きさや周波数のサイン波がどのぐらい含まれているかは簡単にはわかりません。そこで、
音の中に含まれている周波数の成分を分析する技術があります。これは周波数分析、あるいはスペクトル分析と
呼ばれます。 
1 ) 周波数分析とは、どんな問題を解決するための技術（テクニック）かを調査しなさい。また、実際にディジ

タル信号を周波数分析するための手順や方法（アルゴリズム）について調査しなさい。 
2 ) 音の周波数分析は、身近なところではカーオディのディスプレイなどに表示されるスペクトルアナライザー

がある。その他にも周波数分析の結果は、音声データの圧縮や符号化、伝送（通信）、また、音声認識の処理
に使われたりしている。音の周波数分析について応用例を調査しなさい。 

 

テーマ 3：音の制御について 
同じサイン波でも、波の開始点をずらしながら重ね合わせると、サイン波が大きくなったり、小さくなったりし
ます。この現象を応用して、騒音や雑音といった本来は聞こえてほしくないような音を小さくする技術がありま
す。それはアクティブノイズコントロール（Active Noise Control、日本語では能動騒音制御）と呼ばれ、例え
ばヘッドフォンや自動車室内のオーディオ装置や高速道路の遮音壁などに応用されています。 
1 ) アクティブノイズコントロール（以下、ANCと呼ぶ）とは、どんな問題を解決するための技術（テクニック）

かを調査しなさい。また、ANCの特徴（長所や短所）や実現方法（アルゴリズム）について、あわせて調査
しなさい。 

2 ) ANC は、エンジンや空調の騒音を小さくするために使われている他、自動車の車室内を静かにするためにカ
ーオーディオに組み込まれたり、周囲の雑音を聞こえなくするためにヘッドフォンやイヤフォンの中に組み
込まれたりしている。ANCの応用例について調査しなさい。 

 

【調べ方】図書館で「信号処理」や「ディジタル信号処理」といったキーワードで書籍をみつけるとよい。また、Web

を使う場合は、通常の検索エンジン（Google や Yahoo）の他、つぎのサイトを使うとより専門的な文献資料を検索

できる。 

• CiNii（サイニー）：http://ci.nii.ac.jp    

• Google Scholar（グーグル・スカラー）：http://scholar.google.co.jp 

 

【レポートの評価基準】調査課題については、大まかにつぎの基準で評価します。 

A 設問に対する調査と、十分な考察に加えて、独自の検証や工夫がみられる 

B 設問に対する調査と、十分な考察がなされている 

C 設問に対する最低限の調査はしている 

F（0） レポートのフォーマットを満たしていない、またはWeb や文献の丸写し（コピペ） 

 


